




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　A brand  is  a  "Name,  term, design,  symbol,  or  any other 
feature that identifies one seller's good or service as distinct 
from those of other sellers."
４　阿久津聡，大野美穂子（2007年），pp.4－19。
　この定義以外にも，内田純一（2008年），伊部泰弘（2010年）
など多数の定義が見られる。
５　田中道雄，白石善章，濱田恵三（2012年），pp.18－19。
６　俵慎一（2011年），pp.39－56。 
　理由としては，地域の食材，料理は地元で愛され，長年食さ
れているという背景が，観光客に受け入れられやすいからと
いわれる。
７　松藤政司『日経グローカル』（2012年），pp.10－19。
８　松藤政司『日経グローカル』（2012年），pp.12。
９　松藤政司『日経グローカル』（2012年），pp.12。
10　例えば,『選択』2014年７月号，pp.36－39
11　松藤政司『日経グローカル』（2012年），pp.11。
12　飯田幸彦（2007），pp.21－25。
13　日本国米　岩船産コシヒカリ　はさかけ米
　http://www.niigata-kome.jp/reserve-hasakakemai/
　（2014年７月21日閲覧）
　通常スーパーなどで販売されている米の価格は１kgあたり
300円から400円であるのに対して，このWebサイト上の米の
価格を見れば，５kgが5,500円から6,000円であり，１kgの価
格が1,000円以上する米が販売されている。通常の２倍から３
倍の価格で販売されている。
14　『月刊　食糧ジャーナル』2003年６月号，pp.56－59。
15　精米工業　2013年１月号，p.14。
－ 39 －
16　精米工業　2013年１月号，p.16。
17　佐藤和則，2013年，pp.58－60。
18　釼持雅幸「新たなステージへ「米のブランド化戦略」『農
業構造改善』2008年5月号，pp.4－9。
19　世界地図，Sekaichizu
　http://www.sekaichizu. jp/atlas/japan/prefecture/
map_800n/n800_ishikawa.html　（2014年７月21日閲覧）
20　この道路は，羽咋郡宝達志水町から羽咋市千里浜町に至る
延長約８kmの観光道路で，一般の自動車やバスでも砂浜の
波打ち際を走ることができる。
21　羽咋市観光協会。http://www.hakui.ne.jp/kankou/（2014
年９月12日閲覧）
22　限界集落の定義は，過疎化などで人口の50%以上が65歳以
上の高齢者であり，社会的共同生活の維持が困難になってい
る集落。
23　高野誠鮮（2012年），pp.16。
24　高野誠鮮（2012年），pp.18。
25　高野誠鮮（2012年），p.20。
26　『日経ビジネス』1996年11月11日号，p.190。「なんでもベス
トテン」のお米に関するページに書かれており，東京都目黒
区の米穀店スズノブが選んだもの。スズノブは「こだわりの米」
にシフトした米穀店である。
27　３番目の献上先は米国大統領であった。アメリカは漢字で
米国と書く。だからお米を食べるのは当然だというまさに，
手前勝手な論理である。直接ホワイトハウスには送るには，
お米は穀類ということで，税関で止められることは明らかだっ
たため，アメリカ大使館経由で当時の大統領の父親である
ジョージ，W．ブッシュ（第43大統領）に送る準備を手配し
ていた。
28　高野誠鮮氏とのインタビューによる。2014年６月13日。
29　高野誠鮮氏とのインタビューによる。2014年６月13日。
30　STPとは，S：セグメンテーション，T：ターゲティング，
P：ポジショニングである。
31　海部俊樹元首相の首相在任期間は1989年～1991年。
32　ウィンザー効果とは，第三者を介した情報，噂話のほうが，
直接伝えられるよりも影響が大きくなるという心理効果のこと。
33　高野氏講演会資料，「地域活性化研究所，シンポジウム
2014」2014年10月25日，新潟経営大学。
34　高野誠鮮『ローマ法王に米を食べさせた男』講談社，2012
年，pp.104－105。
35　高野氏講演会資料，「地域活性化研究所，シンポジウム
2014」2014年10月25日，新潟経営大学。
36　スノッブ効果とは，人と同じものを消費したくない，自分
だけの表現形態をもとめて，消費行動を行うこと。他人とは
違うものが欲しいいう心理から，入手困難なものほど需要が
増加し，一般化するにつれ，需要が減少する効果。（井上崇
通［2012］）
37　ヴェブレン効果とは，ステイタスを表現するため衒示的な
消費が行われる。いわゆる「誇示的」「見せびらかし」の消
費である。購入するものが高価であればあるほど，顕示欲を
満たす製品効用が高まる効果のこと。
38　バンドワゴン効果とは，消費者の製品に対する価値は，大
勢の人がその製品を所有・仕様しているほど高くなること。
すなわち，ある製品・サービスを消費する人が多いほど，顧
客がその製品・サービスによって得る満足感が増加する効果
のこと。（井上崇道［2012］）
39　近年ICTの発展により，CGM（Consumer Generated System）
と呼ばれるブログや各種SNS（Social Network System）が
広く行われるようになった。これは一般消費者が利害関係抜
きで自由に情報発信できる場であるので，高評価であればそ
れだけ信頼性の高い情報として受け止められている。
40　2014年９月８日に全米オープンの決勝に錦織圭が進んだ際
には，錦織が使用するウイルソンのラケットやユニクロのテ
ニスウエアは，全国の店頭から姿を消したと言われる。
　　マットレスを販売するエアーウイーブは，無料で一流選手
に配付して，それを使用してもらう事例がある。実際の機能
や品質が優れていれば，アスリートが使用するであって，無
理に使用しているわけではない。そのアスリートが海外遠征
から帰国した際の映像に，商品名が映し出されることがある。
41　原田宗彦「スポーツマーケティングとスポーツ消費」『AD　
STUDIES』Vol.24，2008年。
42　ステルスマーケティングは，金銭の授受があったうえで，
その商品に対し，正当な評価ではなく高評価を与え，自分自
身は使用も消費もしていないのに，あたかも自分自身の評価
として，消費者に高評価を報告する。
43　高野氏によれば，ベネディクト16世が退位されたのち，ロー
マ法王庁の大使館より以下のようなコメントを戴いている。「安
全保障にかかわる事でして，何をどのように加工して召上っ
ているかは，言えないことになっておりました。丸めたライ
スボールがお好きでした」。
44　高野氏講演会資料，「地域活性化研究所，シンポジウム
2014」2014年10月25日，新潟経営大学。
　　高野氏は，メディアによって大衆に認識してもらうには最
低600GRPが必要だとしている。GRPとは，広告効果の測定
に使われる指標であり，その広告や報道，記事を見た人の割
合に，その回数を乗じたもの。
45　高野誠鮮『ローマ法王に米を食べさせた男』講談社，2012
年，p.172－176。
46　高野誠鮮『ローマ法王に米を食べさせた男』講談社，2012
年，p.107。
47　高野氏講演会資料，「地域活性化研究所，シンポジウム
2014」2014年10月25日，新潟経営大学。
48　本稿では取り上げなかったが，神子原地区に対して人工衛
星によるタンパク質の含有量測定を実施した。その結果，同
地区の米はたんぱく質の少ない良質な米であることが判って
いる。
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